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呼吸器感染症 に対す るS-1108の 有用性 について
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呼吸 器感染 症 に対す るS-1108の 有 用性 を検 討 した。 対象 は呼吸 器感 染症7例 で 疾患 は慢性

気管支 炎3例,気 管 支肺炎2例,急 性 気管 支炎1例,び まん性 汎細気 管支 炎1例 で あ った。 基

礎疾 患 または合 併症 は全例 に認 め られ た。 本 剤の 投与 量 は1回100mg,1日3回 が4例,1

回200mg,1日3回 が3例 で投 与期 間 は3～15日 で あ った。 起炎 菌の 検 出は もranstrachoal

aspirationで 行 い,7菌 種10株 が 検 出 され,StaphyZococcus aureus2株,Haemophilus

parainflmnzae2株 な どで あ った。 臨床 効 果 は有 効5例,無 効2例 で あ った。副 作 用 は な

く,臨 床検査値 異常 は1例 に軽度 のGOT,GPTの 上昇 が認 め られ た。
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S-1108は 塩 野義 製薬株 式 会社 で開 発 され たエ ス テ

ル型経ロセフェム系抗生物 質で あ る。 本剤 は,抗 菌活

性を有す るS-1006の4位 カル ボキ シル基 に ビバ ロイ

ルオキシメチル基 をエ ステル結 合 させ た プ ロ ドラ ッグ

である。本剤の抗 菌力 はグ ラム陽性菌 か らグラム陰性

菌に対 し,広 範 な抗 菌 スペ ク トル を有 し,各 種 β-lac-

tamaseに 対 して安 定で あ る1,2)。 今回,我 々は本剤

の呼吸器感染症 に対 す る有 用性 を検討 したので報告 す

る。

対象は,1990年10月 か ら1991年4月 まで に 当科

を受診 し,治 験参加 の同意 が得 られ た呼吸 器感染 症7

例で,年 齢は55～76歳,性 別 は男性6例,女 性1例

である。診断 は慢性 気管 支炎3例,気 管支肺 炎2例,

急性気管支炎1例,び まん 性 汎 細気 管 支 炎1例 で あ

る。基礎疾患お よび合併症 は全 例に認 め られ,石 綿肺

2例,肺 癌2例,陳 旧性肺 結核1例 などで あ る。 感染

症の重症度 は軽症 ～中等症 で あ る。起 炎菌 の検出 は経

気管吸引法(transtracheal aspiration,以 下TTA)

にて行った。TTAか らは7菌 種10株 が 検出 され,単

独菌検 出例が5例,複 数 菌検 出例 が2例 で あ り,菌

別にはStqphylococcus aureus2株Haemophilus

paralnfluenzae 2株Branhamella catarrhalis1株,

Neisseria mnin8itidis1株 ,Pseudomonas aer-

uginosa 1株 な どが検 出 され た。 複 数 菌 検 出 の2例

は,Saureus+α-Streptococcus+Neisseriaと

N.meningitidis+α-StreptoCoCcusで,Saureus

とN.meningitidisを それぞれ起 炎菌 と考 えた。

投与方 法 は本剤 を1回100mgま たは200mgを1

日3回 食 後 に経 口投 与 した。投 与量 は1日300mg投

与 が4例,1日600mg投 与が3例 であ り,投 与 期 間

は3～15日 で あ った。

臨床効 果の判 定 は,咳 徽 ・喀 出痰 の量 およ び性 状,

発 熱,呼 吸困難 な どの 自覚症 状 と,CRP,白 血 球数,

胸 部X線 像 な どの諸 検 査 を指標 と し,以 下 の基 準 に

よ り4段 階 に区分 した。

著効:1週 間以 内 に ほとん どす べての 症状所 見が 改

善 した場 合。

有効 二著効基準 に達 して いな いが,本 剤投与 にて 充

分 な治療 効果が得 られた場合 。

やや有 効:本 剤 投与 にて何 らかの改善 が得 られ た場

合。

無 効:改 善が全 く得 られ なか った場合 。

副 作用 ・臨床検 査値 異常 の検討 は,本 剤使 用中 の副

作用 にっ いて は,臨 床 経過 を詳細 に観察 し,薬 剤 によ

ると思わ れ る随伴 症状 の 出現 に注 意 した。 また,投 与

前後 にお け る血 液検 査(赤 血 球数,ヘ モ グロ ビン,ヘ

マ トク リ ッ ト,白 血 球 数,血 液 像),肝 機 能 検 査

(GOT,GPT,ALP,γ-GTP,総 ビ リル ビ ン),腎

機 能検 査(BUN,血 清 ク レアチ ニ ン)な ど の検 査 を

行 い,薬 剤に よる影響 の有 無を調 べ た。

結果 はTable1に 示 す ごと くで,臨 床効 果 は7例

中有 効5例,無 効2例 で あ った 。疾患 別 には,慢 性 気

管支 炎3例 は全例 有効,気 管支肺 炎2例 は全 例無効,

急性 気管 支炎1例 は有 効 び まん性汎細 気管 支炎1例
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は有 効で あ った。細 菌学的 効果 は起 炎菌 と考え られ た

7株 中3株(H.parainfluenzae,Saurms,N.

mningitidisの 各1株)が 消先3株(H.parainfluenzae,

S.aureus,P.aeruginosaの 各1株)が 不 変で,1

株(Bcatarrhalis)は 不 明 で あ った。 本 剤 が無 効

で あ っ た2例 は い ず れ も肺 癌 を基 礎 疾 患 に持 つS.

aureusに よ る肺 炎例 で あ った。 そ の うち症 例4は,

肺癌 以外 に糖尿 病 な どを甚礎疾 患 に有 し,本 剤投 与 に

よ り臨床 症状 や臨床 検査値 に改 善が認 め られず,無 効

と判 定 した。 本 剤 申 止後,minocyclineの 点 滴 投 与

を行 った ところや や有効 であ った。症例5は,肺 癌以

外 に肝機 能障 害を基 礎疾患 に有 してお り,本 剤投与に

よ り臨床 症状 ・臨床 検査値 に改善 がみ とめ られないた

め無 効 と判定 した。本剤 中止後imipenem/cilastatin

を点 滴静 注 した と ころ有効 であ った。2例 とも宿主の

状 態が悪 い症 例で あ った。

副作用 は1例 もな く,本 剤投与前 後に実施 した臨

床 検 査成 績 をTable2に 示す が,臨 床検査値異常と

して1例 にGOT,GPTの 上昇 が認め られた。いずれ

も軽 度 であ り,本 剤投 与終了 に伴 い改 善 した。

Table 1, Clinical summary of 7 RTI patients treated with S-1108

Table 2. Laboratory findings before (B) and after (A) treatment with S-1108
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S-1108の 呼吸 器感 染症 に対 す る有 効性 と安 全性 を

報告 した。経 口用 の抗 菌薬 は軽症 か ら中等症 の呼吸 器

感染症に使用 され るこ とが多 く,特 に外 来 にて その使

用頻度 は高 い。 そ の た め,有 用 な薬 剤 で あ る ため に

は吸収 が良好 で高 い血 中濃 度 が 得 られ る こと,呼 吸

器感染症 の 主 な 起 炎 菌 で あ るH.influenzaeやS.

pneumoniaeに 優 れ た抗 菌 力 を 有 して い る こと.そ

して,安 全 であ ることが望 まれ る。 これ らの点 で本剤

は優れてお り,今 回の検 討か ら も呼 吸器感 染症7例 中

5例が有効であ り,ま た,そ の安全 性 も証 明 され,満

足すべ き結 果であ った。

以上よ り,本 剤 は呼 吸器感 染症 の治療 に有用 な薬剤

になる可能性 が示唆 された。
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Usefulness of S-1108 in the treatment of respiratory tract infections
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The usefulness of S-1108 in the treatment of respiratory tract infection was studied in 7

patients: 3 with chronic bronchitis, 2 with bronchopneumonia, 1 with acute bronchitis and
1 with diffuse panbronchiolitis. The patients all had an underlying disease and/or

complication.

S-1108 was administered in a dose of 100 mg t. i. d. to 4 patients and 200 mg t. i. d. to 3

patients for 3 15 days. Pathogens were isolated by transtracheal aspiration(TTA)from 7

patients, and included 2 strains of Staphylococcus aureus and 2 strains of Haemophilus
parainfluenzae.

Clinical efficacy was good in 5 patients and poor in 2. No side effects were observed.
Slight elevations of GOT and GPT were seen in one patient.


